
慶祝
親王様のご誕生を

心よりお慶び申し上げます
” 日 本 国 民 は 今 、 す が す が し い 気 分 に 浸 っ て い ま す ”

去 る 九 月 六 日 、 秋 篠 宮 紀 子 妃 殿 下 に お か れ ま し て は 、 目 出 度 く 親 王 様 を ご 出 産
に な ら れ ま し た 。 国 民 に と っ て こ れ 以 上 喜 ば し い 事 は あ り ま せ ん 。
親 王 殿 下 は 、 現 行 の 皇 室 典 範 に 於 い て 、 皇 太 子 、 秋 篠 宮 殿 下 に 次 ぐ 皇 位 継 承 順
位 第 三 位 の 御 資 格 を お 持 ち に な ら れ る 方 で す 。

昨 年 来 、 皇 室 典 範 改 定 の 議 論 が 拙 速 に 行 わ れ 、 女 系 天 皇 を 容 認 す る 議 論 が 展 開
さ れ た の は 記 憶 に 新 し い 事 で す が 、 男 系 に よ る 萬 世 一 系 の 御 皇 室 の 御 存 在 こ そ
が 、 御 皇 室 と 我 が 国 の 弥 栄 に つ な が り 、 二 千 年 来 の 伝 統 と 歴 史 を 盤 石 の も の に
す る に 違 い あ り ま せ ん 。

「 平 等 」 や 「 男 女 同 権 」 の 名 の 下 で 、 女 系 天 皇 容 認 を 主 張 す る 人 達 は 、 家 族 崩
壊 を 目 論 む ジ ェ ン ダ ー フ リ ー 運 動 や 天 皇 制 度 に 反 対 す る 左 翼 陣 営 の 人 が 多 い よ
う で す 。

彼 ら は 御 皇 室 の 存 続 を 確 た る も の に す る と 称 し て い ま す が 、 実 は 女 系 天 皇 の ご
結 婚 で 天 皇 家 の 御 血 筋 が 曖 昧 に な る こ と を 狙 っ て い る の で す 。 御 血 筋 が 曖 昧 と
な っ た 天 皇 家 に 対 し て は 、 い ず れ か 国 民 の 敬 愛 と 尊 崇 の 念 が 薄 れ る で し ょ う 。
彼 ら の 狙 い は そ こ に あ る の で す 。

本 当 に 御 皇 室 の 弥 栄 を 祈 る な ら ば 、 昭 和 二 十 二 年 に 連 合 国 軍 総 司 令 部 （ マ ッ カ
ー サ ー ） に よ っ て 皇 室 離 脱 を 余 儀 な く さ れ た 旧 十 一 宮 家 を 再 び 皇 族 に 戻 せ ば 済
む こ と で す 。 現 に 旧 宮 家 に は 十 二 人 の 皇 位 継 承 資 格 者 が お ら れ る の で す か ら 、
そ う す る こ と で 、 御 皇 室 に は 皇 位 継 承 に つ い て 何 ら 問 題 が な く な る の で す 。

親 王 殿 下 ご 誕 生 を 契 機 に 、 日 本 の 伝 統 と 歴 史 を 否 定
す る 不 毛 な 皇 室 典 範 改 定 に 反 対 し ま し ょ う 。
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